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研究成果の概要（和文）： 
 
日本から海外に移行した漢文典籍として最大規模である楊守敬コレクションの全貌を伝える

『隣蘇園蔵書目録』の全巻影印・録文の刊行を実現せしめ（中国 2009 年度優秀古籍図書奨受

賞）、世界の学界に基本的工具書を提供した。又、同書に基く調査成果をデータベース化した。

又、『湖北省博物館蔵日本巻子本経籍目録』改訂版を刊行せしめ、内外に配布した。 
 広く漢文典籍の国際交流的視点から敦煌本と正倉院本との比較調査を行い、3 回の国際ワー

クショップを開いた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
It has been realized to publish “隣蘇園蔵書目録 ( The catalogue of Yang Shou-jing’s 
bibliothecas)” which was the biggest collection of Chinese texts of old Japanese 
properties. This book was awarded the Chinese prize for the excellent publication of  
Chinese classical text in 2009. According to this catalogue the database of the old 
collection and present status has been drawn up. And it has been realized to publish 
the second edition of “湖北省博物館蔵日本巻子経籍目録 ( The catalogue of the Japanese 
manuscripts owned by the Hubei Museum in China )”. 
Comparative researches for Dunhuang manuscripts and Shosoin manuscripts from the 
point of international exchanges were in operation. And 3 international workshops 
have been held from this point of view. 
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１．研究開始当初の背景 
日本が関与する漢文典籍の国際的交流に

関しては、近時二松学舎大学２１世紀ＣＯＥ
プログラム「日本漢文学研究の世界的拠点の
構築」の一環として“ブックロード”を巡る
国際シンポジウム「ブックロードと文化交流
―日本漢文学の源流」（２００６年９月、中
国杭州）が開かれる等内外の研究上の関心が
高まり、本研究課題の研究代表者（石塚晴通）
も平成１４～１８年度科学研究費補助金基
盤研究（Ｓ）「寺院経蔵の構成と伝承に関す
る実証的研究―高山寺の場合を例として―」
を遂行する中で、典籍交流をテーマとする国
際集会（「典籍の国際的交流・受容（訓読）」
２００２、「日本学・敦煌学・漢文訓読の新
展開」２００４、「典籍交流（訓読）と漢字
情報」２００６）を主催し、内外の主要研究
者と共に此の分野の研究を推進して来た。 
また、平成１６年度以来４年度に亘り「漢

字字体規範データベース（略称ＨＮＧ）」を
ＷＷＷ公開し、漢字文化圏に於けるそれぞれ
の時代・地域の典籍の標準の実態を把握する
根本資料を提供して来ている。 
本研究課題の研究代表者は、１９６０年代

の後半以来長年日本の寺院経蔵等の原本調
査や海外所蔵の敦煌文献・日本典籍の調査に
従事して、広く典籍の国際的交流の研究に意
を用いて来た。 
近時、敦煌文献は複製本の盛行やＩＤＰ

（国際敦煌プロジェクト）による全文画像の
ＷＷＷ提供が進み、また日本の正倉院聖語蔵
聖教のＣＤ－Ｒ・ＤＶＤ刊行が進行して、漢
文典籍の国際的交流を研究する便宜が整い
つゝあった。 

 
２．研究の目的 
 日本から海外に移行した漢文典籍として
最大規模である楊守敬コレクションの全貌
を、楊守敬手沢『隣蘇園蔵書目録』に基いて
調査し、同目録の記述・書込みと其の後中
国・台湾・日本等に分散している現蔵との関
係を明らかにすることを目的とする。 
併せて、漢文典籍の国際的交流の視点から、

優れた典籍コレクションである敦煌経蔵と
正倉院聖語蔵との構成と伝承について、それ
ぞれのテキストとコレクションが形成され
るダイナミズムを解明する手懸りを探るこ
とを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 上記の平成１４～１８年度科学研究費補
助金基盤研究（Ｓ）の遂行の中で研究協力し
て刊行し得た『湖北省博物館蔵日本巻子本経
籍文書』（上海辞書出版社、２００６）に類
するものを、他機関所蔵の楊守敬旧蔵本につ
いても引き続き調査を進め刊行に協力して

行く。 
また楊守敬コレクションの全貌を伝える

楊守敬手沢『隣蘇園蔵書目録』１０冊（中国
湖北省博物館蔵）の調査を更に進めて、この
目録自身の影印刊行に協力する。 
 また、この目録の記述や書込みと其の後中
国・台湾・日本等の博物館・図書館・個人等
に分散して所蔵されている現蔵との関係を
原本調査に基づいて実証的に明らかにして、
その結果をデータベース化する。 
大きく、優れた典籍コレクションの構成と

伝承に関して典籍の国際的交流の視点から
敦煌経蔵と正倉院聖語蔵とに関心を払い、華
厳経・四分律等の具体的典籍の調査を通して、
それぞれのテキストとコレクションが形成
されて行くダイナミズムを解明する手懸り
を探る。 
国内外の図書館等での原本調査、そのデー

タベース化と分析、研究成果の発表を以下の
分担で実施した。 
①楊守敬手沢『隣蘇園蔵書目録』書込みの調
査（石塚・池田・唐）：中国湖北省博物館関
係者との共同作業 
②中国蔵楊守敬旧蔵本の調査（石塚・池田・
唐）：中国国家図書館、個人蔵等の原本調査 
③台湾蔵楊守敬旧蔵本の調査（石塚・池田・
唐・徳永）：故宮博物院、中国国家図書館（台
北）蔵の原本調査 
④楊守敬手沢『隣蘇園蔵書目録』のデータベ
ース化（池田・徳永） 
⑤楊守敬旧蔵本調査結果のデータベース化
（池田・徳永） 
⑥敦煌経の調査（石塚・池田・赤尾）：スタ
インコレクション、ペリオコレクション、中
国国家図書館コレクション等の原本調査 
⑦正倉院聖語蔵聖教・高山寺聖教の原本調査
（石塚・池田・赤尾・徳永） 
⑧研究成果の発表（全員） 
 
４．研究成果 
(1)日本から海外に移行した漢文典籍として
最大規模である楊守敬コレクションの全貌
を解明して学界共有の基礎資料とすべく所
蔵者湖北省博物館に全面協力して楊守敬手
沢『隣蘇園蔵書目録』（上海辞書出版社、２
００９）を刊行せしめた（中国２００９年度
全国優秀古籍図書奨二等奨受賞）。 
(2)『隣蘇園蔵書目録』に基いて、この目録
の記述や書込みをデータベース化した。 
(3)楊守敬が生前最後まで手許に留めていた
日本写本６５点の解題目録を、原本所蔵者で
ある中国湖北省博物館に全面協力して刊行
した『湖北省博物館蔵日本巻子本経籍目録』
（２００６）に詳細な書誌解題を加えた改訂
版の版下を提供して刊行を実現した。 
(4)大英図書館・フランス国立図書館・中国



国家図書館（台北）・上海図書館・高山寺・
勧修寺・京都国立博物館・東洋文庫等におい
て原本調査を実施し、外国人を含む関係者と
研究打合せを行った。 
(5)漢文典籍のコレクションとして共に最
大・最高の量・質である敦煌経と正倉院聖語
蔵聖教とを、大きく典籍の国際的交流の視点
からとらえ、具体的典籍の調査・比較を通し
て、それぞれのテキストとコレクションが形
成されて行くダイナミズムを解明する手懸
りを探るワークショップを欧米からの招待
者を交えて 3回京都国立博物館において実施
した。 
(6)漢文典籍の国際交流と関連深い漢字字体
規範データベースに関して、大英図書館 IDP
の WWW で成果を公表した。 
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